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機械学習・ディープラーニング体験ビデオシリーズの流れ

Part 1: 機械学習・ディープラーニング体験ビデオシリーズの説明

Part 2: 自己学習形式入門コンテンツの使い方

Part 3: 機械学習の基礎

Part 4: 機械学習入門の解説

Part 5: ディープラーニングの基礎

Part 6: ディープラーニング入門の解説

ハンズオン

ハンズオン
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機械学習・ディープラーニングとは

ディープラーニングは、画像、テキスト、音声から特徴、表現、タスクを直接学習すること
により、エンドツーエンドの学習を実行します

Machine Learning

Deep Learning



4

データの読込み 前処理 （特徴抽出） モデルの学習 モデルの調整 結果の展開

実験マネージャーアプリ

C/C++等のコード生成やエンタープラ
イズシステムへのスケーリング

ネットワークやパラメータの調整
ドメイン知識を活かした信号、画像、ビデ

オ、音声、テキストなどの特徴抽出

データの補正・正規化や教師データの
ラベリング、データの水増し

信号、音声、画像、3Dボリュームデータ、
ビデオ、テキスト、点群等のデータ

ディープラーニングのワークフロー
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ディープニューラルネットワークのイメージ

ピザ

ハンバーガー
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ディープニューラルネットワークのイメージ

ピザ

ハンバーガー



7

ディープニューラルネットワークのイメージ

ピザ

ハンバーガー
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学習済みモデルの使用

https://jp.mathworks.com/help/deeplearning/ug/

pretrained-convolutional-neural-networks.html

▪ 大規模なデータで事前学習済みの画像分類ネットワーク

– 例）AlexNet、SqueezeNet、GoogLeNet、Inception-v3、ResNetほか

▪ 分類、特徴抽出、転移学習に利用

https://jp.mathworks.com/help/deeplearning/ug/pretrained-convolutional-neural-networks.html
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ImageNet

1000個のカテゴリ

学習済みモデルの使用

マウス

AlexNetをそのまま使用した例
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AlexNetをキャップとトランプの分類に転用した例
ImageNet

1000個のカテゴリ

学習済みモデルの使用 - 転移学習
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ディープラーニング入門 ハンズオン概要

学習済みネットワーク
AlexNet

画像データ ネットワーク読込み・予測 分類スコア確認

データの読込み 前処理 モデルの学習
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▪ ２．１コースで使用する例：イメージ内のオブジェクトの識別

– タスク１

– タスク２

▪ ２．２予測の実行

– タスク１

– タスク２

▪ ２．４予測の調査

– タスク１

– タスク２

– タスク３

– タスク４

– タスク５

ディープラーニング入門 実施タスク一覧

https://matlabacademy.mathworks.com/R2020b/jp/

portal.html?course=deeplearning

【ディープラーニング入門コースURL】

https://matlabacademy.mathworks.com/R2020b/jp/portal.html?course=deeplearning
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▪ ２．１コースで使用する例：イメージ内のオブジェクトの識別

– タスク１

– タスク２

▪ ２．２予測の実行

– タスク１

– タスク２

▪ ２．４予測の調査

– タスク１

– タスク２

– タスク３

– タスク４

– タスク５

ディープラーニング入門 コースの開き方
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次回 Part 6 の予告

▪ Part 6: ディープラーニング入門の解説
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